




4545

施
策
及
び
取
組

第

3
章地域特性を踏まえた浸水対策手法について

本市では、浸水対策施設の整備にあたり、それぞれの地域特性を踏まえた対策手法

を検討し、整備を進めています。

重点化地区では、管きょとポンプ施設を組み合わせた対策手法や、貯留管による対

策手法のほか、一体的にとらえた複数地区での大規模な施設による対策手法など、各

地区の特性に合わせた浸水対策手法により、より効果的、効率的な対策となるよう検

討しながら整備を推進しています。

※整備予定の内容は、計画の見通し等により変更する可能性があります。また、計画期間以外の予定も含まれます。

●�京町・渡田、大島、観音川、川崎駅東口周辺地区における

対策の概要

●�三沢川地区における対策の概要

●丸子地区（山王排水樋管周辺地域）における

　 対策の概要

　令和7年度より事業に着手し、令和14年度の暫定供用開始を目指しています。

　平成30年度より事業に着手しており、令和13年度の供用開始を目指しています。

令和10年度より事業に着手し、令和18年度の供用開始を目指します。

コ ラ ム
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章排水樋管周辺地域における浸水対策施設について

令和元年東日本台風では、これまでに経験したことがない多摩川の水位上昇の影響を受け、排水樋管周辺地域において深刻な浸水被害が発生したことから、これら

の地域における、浸水対策を進めています。

これまでに、さまざまな対策が完了していますが、今後の浸水対策では、多摩川高水位時における整備水準を10年確率降雨（時間雨量58mm）と設定し、対策施設

の整備を推進します。なお、効果発現に時間を要する場合などについては、まずは令和元年東日本台風と同じ条件における浸水解消を目指すとともに、10年確率降雨

への対応について、引き続き検討を推進します。

※整備予定の内容は、計画の見通し等により変更する可能性があります。また、計画期間以外の予定も含まれます。

●�宮内排水樋管 ※この対策により令和元年東日本台風と同じ条件においても被害の解消が見込めます。

●諏訪排水樋管 ※この対策により令和元年東日本台風と同じ条件においても被害の解消が見込めます。

●�宇奈根排水樋管 ※この対策により10年確率降雨（時間雨量58mm）においても被害の解消が見込めます。

令和10年度より工事に着手し、令和１３年度の供用開始を目指します。 令和10年度より工事に着手し、令和１1年度の供用開始を目指します。

　令和10年度より工事に着手し、令和１5年度の供用開始を目指します。

コ ラ ム
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高所移動

【取組22】 水処理センターなどの耐水化   

●水処理センター・ポンプ場の耐水化の推進

水処理センター・ポンプ場において、既往最大降雨（時間雨量92mm）による内水

の浸水や、３０～５０年に１度の頻度で発生する洪水に対し、下水道機能（揚水・沈殿機

能）を確保するため、優先的に防水扉の設置などの耐水化を進めます（津波対策は平成

30(2018)年度に対策済み）。

●マンホールポンプ所などの耐水化の推進

水処理センター・ポンプ場以外の下水道施設（マンホールポンプ所など）におい

て、災害時に必要な下水道機能（揚水機能）を確保するため、電気設備の耐水化な

ど施設の浸水対策を進めます。

水道 工水 下水

防水扉 止水板

具体的な対策方法（イメージ）

窓の閉塞

防水扉の設置

点検口等の水密化

取組 / 指標 R6 年度 R １１年度

水処理センターなどの耐水化 継続実施

水処理センター ・ ポンプ場の耐水化率 70.8％
100％

（R10 年度）

マンホールポンプ所の

電気設備のかさ上げ

対策前 対策後

マンホールポンプ所の対策方法（イメージ）

水処理センター・ポンプ場の対策方法（イメージ）


